
資料 在 11－1  

BIM ライブラリーコンソーシアム 

第 11 回 在り方部会 
 

議事次第 
 
日時：平成 29 年 11 月 2 日（木）16:00~17:30 
場所：建築保全センター 会議室 

１．開 会 

 

２．議 事 
 

１）BLC 新規入会企業のご紹介 

   ・部会長挨拶 

・三菱電機㈱、（㈱リクエストシステム） 

・入会予定：空調機器メーカー：日立ｱﾌﾟﾗｲｱﾝｽ㈱､（日立ｼﾞｮﾝｿﾝｺﾝﾄﾛｰﾙｽﾞ空調㈱） 
 

２）前回 9/7：第 10 回 議事概要の確認 
 

３) BLC 運営会議:集中会議概要報告 
 ・｢在り方部会概要報告｣ 
 ・BLC 運営会議概要 
 ・BLC 仕様概要説明 

 
４) NBS に対する BLC 仕様質疑内容について 

 
５) マーケティングリサーチの方向性について 

 
６) その他 

 

３．閉 会 

会議資料一覧 
  

資料 在 11- 1 議事次第 
資料 在 11- 2 在り方部会メンバーリスト 
資料 在 11- 3 第 10 回在り方部会 9/7 議事概要(案) 
資料 在 11- 4 BLC 運営委員会集中会議概要報告 
資料 在 11- 5 NBS に対する BLC 仕様質疑資料 
資料 在 11- 6 マーケティングリサーチの方向性資料 
資料 在 11- 7 各部会予定表 
 
 

次回会議日程 
 

日 時： 平成 30 年 1 月 11 日（木）16:00～17:30 
       場 所：  （一財）建築保全センター 会議室 
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資料 在 11－3  

BIM ライブラリーコンソーシアム 

第 10 回 在り方部会会議 
 

議事概要(案) 
 

 
１．会議開催日時 

 
日時：平成 29 年 9 月 7 日（木）16:00~17:30 
場所：上海国際ビル 4 階会議室 

 
２．参加者：省略 
 
３．議事概要 

 
(１)  前回（7/6：第 9 回）議事録の確認（事務局） 
 
(２)  BLC 新規入会企業のご紹介（事務局） 

 
(３)  マーケッティングリサーチ企画書（案） 

 
   配布資料内容についいて(事務局)より説明 

 
    説明内容に対する主な意見 

 
・調査対象を個人とするか企業とするかが課題。 
・大手設計事務所は大部分が東京となる。 
・中小の設計事務所のうち、特に小規模は多くが監理だけを実施。 
・アトリエ系の BIM の取組みはまちまちである。(JIA を対象の場合) 
・公共建築は BIM 導入が遅れているのでどのようにするか。 
特に地方の調査では課題。 

・日事連の会員は事務所当たり平均 5 名。東京から調査を開始するのがよい。 
・JIA は個人参加だが、会員は企業代表者のため企業として回答してもらえる。 
・データ整理を外部委託予定、その他、内容をコンサルティング会社にのも有効。 

(特に得たい結果に対して設問の設定が重要。) 
・ウェッブからダウンロードの意味は？ 
・聞きやすさと、調査結果の両方の点で、母集団をどう設定するかが鍵となる。 
・BIM を導入している企業対象？。 
・フェイスシートでプロフィールの把握が必要である。 
・BIM と、BIM ライブラリーへの解説が必要で、導入した企業を選定すべき。 
・企業アンケートでは建前と本音がある。 
・メーカーとユーザーのメリットの説明が重要である。 
・アンケートは PR にも有効である。 
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・この選択肢では、料金は安いほうがよいとの回答が予想される。 
サービス内容に対して､必要コストを示し聞く必要がある 

・一度ダウンロードした後、継続して利用されるのか。 
・海外はユーザーから費用を取っていない、この点を修正する手段は？ 
・当初無料期間を設定するのが一般的。 
・アンケートは二段階で実施したほうが良い 
・設計事務所などの団体は､ヒアリングで聞くことが早道。直接では時間が掛る。 
・BLC 会員に送付し、内容を確認してもらうことが優先だ。 
・ターゲットを絞らずアンケートし、PR 効果を生むこともあるだろう。 

 
(4)  その他 

・今年度スケジュール 
・各部会状況など 

 
 

会議配布資料 
 

  
資料 在 9－1 議事次第 
資料 在 9－2 BLC参加企業・在り方部会参加者一覧、前回(5/11)第8回 議事概要 
資料 在 9－3 BLC 平成 28 年度活動報告 在り方部会抜粋版 

（平成 29 年 5 月 19 日 BLC 総会資料） 
  (参考資料) BLC 新聞記事（建設通信新聞 2017 年 5 月 31 日付 BIM 特集記事） 
  (参考資料) 平成 29 年度 BLC 各部会等の開催スケジュール(案) 2017/7/3 更新 

 
 
 

次回 日 時 ： 平成 29 年 11 月 2 日（木）16:00~17:30 
       場 所 ：  (一財)建築保全センター 会議室） 
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資料 設 StemWG9-5 

BLC 合同部会スケジュール 

2017/09/22 

開催場所 国立オリンピック記念青少年総合センター 
渋谷区代々木神園町 3-1 

研修室等 

 

 
 
 
9 月 22 日 
(金曜日) 

 
 

17:30~18:00 集合(センター棟 1 階エントランスホール) - 

18:00~18:05 事務局から研修説明(池田) 
18:05~19:20「各部会の進捗状況の報告」 

説明：各部会長、WG 主査 
        (注)運用部会は事務局(水澤) 
19:20~19:30「現状の課題と討議テーマの概要」 

説明：寺本       記録：水澤、山中 

センター棟 
5 階 5A 

 
 
 

19:30~19:40 D 棟 9 階レストラン「さくら」へ移動 
19:40~21:45  夕食と意見交換 
21:45~    自由時間・就寝 

D 棟 9 階 

さくら 

 
 
 

 
 
9 月 23 日 

（土曜日） 

午前の部 

~8:00 までに 各自で朝食  
8:00~8:30   荷物を持ってセンター棟に移動 

D 棟 1 階フロントに鍵を返却 

 
 

8:30~10:30 「BIM オブジェクト標準の確立に向けて」 

 建築と設備のオブジェクト表現の調整 
 データの正確さと責任 
討議 

説明：寺本、山中    記録：池田、水澤 

 

 
 
 
 
 

 
 
センター棟

5 階 5A 

 

 

10:30~10:45  ＜休憩＞ 

10:45~12:00 「ビジネスモデルの構築とその将来に向けて(1)」 

■ビジネスモデル 

 マーケティングリサーチ案 
■メーカー・ユーザーのメリットを考える 

 発注仕様の概要 

              将来構想 
説明：寺本       記録：水澤、池田 

 
9 月 23 日 
（土曜日） 
午後の部 

 

12:00~13:00   ＜昼休み＞  

13:00~15:00 「ビジネスモデルの構築とその将来に向けて(2)」 
 討議 
進行：寺本       記録：山中、水澤 

センター棟

5 階 5A 

 

 15:00    会議終了後、解散  
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 資料 在11－4-1　

ＢＬＣ合同部会・議事次第及びスケジュール
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BLC 合同部会 議事録（案） 

日時：2017 年 9 月 22 日 18 時～23 日 15 時  

場所：オリンピック記念青少年総合センター 

参加者 

組織名 肩書き 名前 所属名 役職 

在り方 

部会 
部会長 安田 幸一 東京工業大学理工学研究科 教授 

  副部会長 山下 純一 (一社)buildingSMART Japan 代表理事 

建築部会 部会長 志手 一哉 芝浦工業大学建築学部建築学科 教授 

  WG 主査 木村 謙 エーアンドエー㈱研究開発部 部長 

  WG 主査 高橋 暁 (国研開)建築研究所 グループ長 

  TF 主査 足達 嘉信 (一社)buildingSMART Japan 
技術統合委員会 

リーダー 

設備部会 副部会長 鈴木 義夫 株式会社ベイテクノ 取締役社長 

  WG1 主査 焼山 誠 株式会社大林組 主席技師 

  WG2 主査 谷内 秀敬 (一社)buildingSMART Japan 
設備環境小委員会 

リーダー 

事務局 事務局長 寺本 英治 建築保全センター   

    池田 雅和 建築保全センター   

    山中 隆 建築保全センター   

    水澤 久夫 建築保全センター   

 

配布資料 

資料-1   合同部会スケジュール_20170922 

資料-2-1  在り方部会_進捗報告：安田幸一：（東京工業大学） 

資料-2-2-1  建築部会_進捗報告：志手一哉：（芝浦工業大学） 

資料-2-2-3  建具属性_建築部会完成版(案)_20170825 

資料-2-3-1  設備部会_進捗報告：一ノ瀬雅之：（首都大学東京） 

資料-2-3-2  BLC 設備_BLC 設備部会(Re 原稿) 

資料-2-3-3  BLC 設備_【Sanitary 機器】StemNBS 対応仕様追加(案) 
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資料-2-3-4  BLC 設備_【空調機器】StemNBS 対応対応仕様追加(案) 

資料-2-3-5  BLC 設備_設備 CAD_GenericModel アンケート 

資料-2-4-1  運用部会_進捗報告：山本康友：（首都大学東京） 

資料-2-4-2  運用部会_利用規約提供規約 

資料-3-1-1  現状の課題と検討テーマの概要 

資料-3-1-2  業務の流れ 20170922 確定_A3 

資料-4-1-1  BLC(BIM オブジェクト標準仕様検討)①_A5 

資料-4-1-2  BLC(BIM オブジェクト標準仕様検討)②_A5 

資料-4-1-3  BLC(BIM オブジェクト標準参考資料)③_A5 

資料-5-1   ビジネスモデルの構築とその将来に向けて 

資料-6-1   2 段階のデータ構築 

     NBS BIM オブジェクト標準と国際 BIM オブジェクト標準比較-1&2 

 

 「各部会での進捗状況の報告」 

＊在り方部会 配布資料｢資料 2-1｣を基に説明 

・BLC オブジェクト標準は、NBSBIM オブジェクト標準と整合を図りつつ、年度内確立を目指

す。 

・2018 年度早期にはサイト事業者の募集を行う。 

その準備のためマーケットリサーチ、ヒアリング、コスト試算等を行い、今年度末までには発

注要件定義、発注仕様書の作成を行う。又、体制構築、事業候補者へも働きかけを行う。 

・ヒアリングをどこに行うのか、アンケートをどこに行うのか議論。 

マーケティングリサーチ企画書（案）を説明。 

日本能率協会の本を参考にし、項目として 

１． タイトル（BIM ライブラリーのフィージビリティ―に関する調査） 

・アンケートは BIM ライブラリー運営の実施の調査だが、もう一つ PR の意味がある。 

・ユーザーにもメーカーにも BLC に加入したときのメリットを明確にしていくことも大事な事。

そのためにも調査先を誰にするのかを定めるのは大事な事。 

・文部科学省においても、IoT/BIM について予算化の話が進み出し､オーナーが動き出した案件

もある。 
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＊建築部会 配布資料｢資料-2-2｣を基に説明 

総会の時の報告（抜粋） 

現状と課題 

・ドアー･窓の属性詳細の検討は、合意事項｢必須項目・推奨項目｣で検討に手間が掛かっている。

当初スケジュールは遅れ気味。 

・次の検討として層オブジェクト「壁・床・天井｣の検討を始めた。常設的なものを進め、仮設

的なものをオブジェクトとして考えたい。日建連とも意見交換を考える。 

P8 議論した内容（１～５）プロパティの記述はテキストにすることに決めた。 

・IFC 以外 COBie は NBS オブジェクトとして標準化された項目であり、建築部会オンリー

ではなく BLC 全体としての議論が望ましい。NBS General も同じ考え方。 

・NBS Data は、オブジェクトのタイプ別に異なる項目。P10 のセクション 3＆4 も BLC での

議論が望ましい。 

P11 ①②③④のそれぞれについてジェネリックオブジェクトにするのか、メーカーオブジェク

トにするのか議論をして部会として決定をする。 

・建築 BIM ソフトオペレーションができる人材を事務局に強化して欲しい。 

・BLC としてのオブジェクト標準の概略が見えない。NBS 標準に従うのか、BLC 独自を考え

るのか、BLC として形を決めて早く発信すれば他のメーカーも動きやすい。 

・プロパティグループ分類や､内容は NBS に従うのか、BLC として決定を希望する。 

・ソフトベンダーへの協力の依頼を BLC として行って欲しい。 

・ジェネリックオブジェクト・メーカーオブジェクトで､必須項目/推奨項目/その他の項目のマ

トリクス、メーカーと共に詰めていくと当てはまらない内容があるが、言葉はそのままにして、

入れる中身を変えることで考える。 

建築の場合、契約の際にに必要な項目を必須としている。 

・必須項目の解釈を建築＆設備ですり合わせをする。 

＊設備部会 配布資料｢資料 2-3｣を基に説明 

StemWG 活動概要説明 

・Stem 作成時は維持管理を考えておらず、COBie に絡んだ属性は少ない。 

・空調機での属性項目はかなり多い。区分けをしての議論も考えたい。 

BE-BridgeWG 活動概要説明 

・データー交換仕様で「ダクト」「配管」「電気」「機器」「建築」「空調器具」の属性情報交換が

可能。 
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・Ver.7 では形状図面中心での変換で進めてきた。Ver.8 では属性項目の追加等を予定。 

グローバル化での BE-Bridge の利活用も検討したい。 

2017 年 9 月 23 日午前の部 

＊運用部会 配布資料｢資料-2-4｣を基に説明 

・BIM オブジェクト登録申請書（仮）、BIM オブジェクト登録チェックソフト(仮)、サイト作成・

運用規約(仮)、BIM ライブラリー構築規約・運用規約(仮)、BIM ライブラリー構築・運用仕様

書(仮)の必要性が検討の結果確認できた。 

・データーの精度とそれに伴う不具合発生時の責任について課題が出てくる。 

・BLCユーザーとサイト事業者の関係、メーカーとサイト事業者の関係にも契約が必要なのか、

検討材料となる。 

・Web サイトの試行運用始めると、検証に伴う問題点が出てくることも考える。運用を開始す

ると、不具合データーの指摘、製品の製造あるいはメンテの中止、マーケット情報報告等、情

報のやり取りが出てくる。それに伴う契約事が発生してくる。 

・＜構築・運用に関する規約・仕様の概要＞として１～１７までの項目を出す。 

 

 「現状の課題と討議テーマの概要」 配布資料｢資料-3-1｣を基に説明 

・設計者、ゼネコンがメーカーオブジェクトの提供は考えているのか？ 

 まれであるが、一部提供する場合がある。 

・ゼネコン、設計事務所が登録するオブジェクトは、ユーザーオブジェクトという位置付けとし

て考えているか？ 

 混同しないため、保障のため、メーカーオブジェクトは製造者が作成した方が良い。 

メーカーオブジェクトはメーカーが提供し、ジェネリックオブジェクトは BIM ベンダーが作成

して頂くのが良いと考える。 

・データーをダウンロード形式で使うのか？クラウド形式で使うのか？ 

  マーケティングリサーチ（アンケート）で確認する予定。  

・１０．メーカーのウェブサイトとの関係の記述 

BLC サイトとメーカーサイトでどこまで同期させるのか？ 

 課題抽出して検討する。 

・サイト事業者は 1 社あるいは複数なのか？ 

  ライブラリーを入れるサイトは１社を予定している。 

関連サイト(ex 積算等)は別途検討する。 
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・作成チェックソフトの位置付けは、どのようになっているのか？ 

 作成チェックソフトは BLC で提供し、チェックは、オブジェクト作成者にしていただき、

BLC サイト登録時にもチェックを行う。 

・アーカイブに対しての対応は？過去のデータは掲載するのか？ 

  期間的にファイルとしてどこまで掲載できるかは(容量･運用に)課題がある。 

・BLC サイトに乗せるのは誰が判断をするのか？ 

 BLC 内で運用管理組織を設けることが必要と考える。運用委員会の形態はこれからの議論

とする。 

・メーカーがオブジェクトを登録するに費用は掛かるのか？ 

  取ることで考えるが、詳細はこれからの検討事項である。 

・海外情報（BSDD あるいは ISO/16757（設備）)との関係はどのように考えるのか？ 

 まずは国内標準で考えていく。何を項目として定義しているか（説明書）を作成するとよい。 

・サイバー攻撃、ウイルス攻撃に対する免責を明記した方が良い。 

・使用言語のレパートリーについてはどのように考えるのか？。 

 まずは日本語からスタート、そして 2 段階目で英語の採用を考える。規約だけは英語でも早

く作る検討をしたい。 

＜2 段階のデーター構築＞ 配布資料｢資料-5-1｣を基に説明 

・第 1 段階は、NBS 2.8.5＜オブジェクトは、ユーザー定義の追加プロパティを持つことができ

る＞の活用を想定する。 

・ユーザーは、国内を想定して日本語対応とし、第二段階は、分散型での登録をする。 

そして英語化も考える。 

 「BIM オブジェクト標準の確立に向けて」 配布資料｢資料-4-1-1｣を基に説明 

◎建築と設備のオブジェクト表現の調整 

・用語の定義と仕様表現の共通化・統一化 

  マニュアルを作成し言葉の統一化を図る。 

・画面表示は文字としても、システムではコード(ID)活用を図れるのか？ 

  「Stem Parameter」/「NBS National BIM Library」Comparison table の資料、 

４列目：Specifications attribute item ID がコード（ID）をキーとしている。 

言葉の統一化：誤入力防止のため、項目に入れる TEXT は、辞書的マスターを配布し、此れ

を参照することを考えている。プルダウンメニューも含めて画面設計時の検討項目とする。 
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・ジェネリックオブジェクトからメーカーオブジェクトへの切り替えはどのように？ 

 BIM ソフトの機能として、基本設計：ジェネリックから、実施設計･施工時：メーカーオブ

ジェクトに属性情報の連携を行い、情報の連携・入替伝達を想定している。 

BLC 側として ID で紐づけが出来る仕組を考えているが、BIM ソフト側の機能としてソフ

トベンダーと打合せを進める予定。 

「NBS（英国 National Building Standard）/ヨーロッパ設備標準（EMCS）との整合」 

 配布資料｢資料-4-1-2｣を基に説明 

現地｢三菱電機｣は欧州仕様で BIM 欧州サイトに登録している。BIM オブジェクト社日本は 

日本にもアプローチを行っている。 

 

◎データーの正確さと責任 

 正確さは段階ごとで要望精度の違いはあるが、検討事項とする。 

メーカーオブジェクトデーターの責任は、メーカーに持ってもらう。 

BIM オブジェクト標準・参考資料③  配布資料｢資料-4-1-3｣を基に説明 

P2～P9 海外サイト（NBS National BIM Library）の紹介 

P10～P18 海外サイト（MEP Content Library）の紹介 

 NBS&BIM オブジェクトとのメーカーとの提供規約は入手したい。 

＜ビジネスモデルの構築とその将来に向けて＞ 

・P11 メーカーの立場の説明をする。 

BIM オブジェクト標準仕様検討①   配布資料｢資料-4-1-1｣を基に説明 

・P3 合意事項での必須項目と推奨項目。表現が足りない。必ずしもメーカーオブジェクトに入

っていなくても必須項目にするものがある。 検討が必要である。 

・P4 作る形状ジェネリックオブジェクト LOD100～300.メーカーオブジェクト LOD300～400、

維持管理では LOD200～300 あたりが良いと考える。 

・P5 1 つの中間フォーマットを作成するのか？  

   BIM ベンダーが負担するのか両社での歩み寄りとするか、費用負担をどのようにするの

か検討が必要である。 

・P6＆7 BLC・BIM ライブラリー「属性」連携イメージ 

属性データーは、内部に持ってもよいが BLC 検索用には外だし DB も持っている事。 

メーカーからは 1 つのオブジェクトデーターを入手して、LOD200､300､400 と連携･派生

させて行く。此れらもビジネス展開があるように感じる。 ビジネスモデルの一環として調

査が必要である。 
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・属性の連携で、ジェネリックオブジェクトでの設計要件の属性は、メーカーオブジェクトで

の実際に選定された属性への連携が、ID を共通にして受け渡すことにより連携されること

を想定している。 

・運用業務用のオブジェクトデーターをどのような形（LOD）で作成するのか？ 

 FM への発展も含めての提案であり、BIM ライブラリーサイトのメリットも絡んで

BMMC が検討する範疇の様に考える。 

 

BIM オブジェクト標準仕様検討②   配布資料｢資料-4-1-2｣を基に説明 

・P5 メーカーオブジェクトでは、複数のデーター形式を作成すると非効率なために、BLC 標準

仕様「ジオメトリー情報」＋「機能（属性）ID 情報」をデータ生成ソフトで作成し、各

CAD ベンダー側で変換コンバージョンすることで、各社の BIM オブジェクトが作成で

きることを想定している。 

・P7 属性、表の説明：属性情報は ID で記述し受け渡しを行い、日本語・英語などの多言語変

換ができる構成になっており、属性＋数値・文字＋単位 ID の組み合わせで構成されてい

る。 

・P8 設備カテゴリー分類は、CI-NET 資機材コードを使用しており OmniClass,UniClass コ

ードとは変換テーブルを作成すれば、連携が可能な構成になっている。 

   今後、建築・設備で使用する分類コードは、日本で使いやすい CINET をベースに検討を

行い、BLC 版コードの編成の検討が必要。 

・P9 建築資材でのカテゴリ―分類は以前 CI-NET で作成した。 

・P10［設備仕様属性 ID 一覧］説明。 

  更に「Stem Prameters」/「NBS National BIM Library」Comparison table(Chiller・ 

Boiler・AHU・Sanitary・All) ｢資料設 WG8-5｣の資料で詳細説明 

・P6,7 第 2 段階での海外向け対応。COBie、コンポーネントのプロパティ、IFC パラメ

ータ、NBS タイプパラメータ、BIMSTORE パラメータに分けてそれぞれの項目を追加

している。 

・P11「建築仕様属性 ID 一覧」設備と同じ考え方（構成）で記述している。 

 

・どのようにして建築と設備の調整を行うか？ 

 共通管理情報の建築と設備の属性については BLC として共通化を考える 1100～1600 

・分類コードは、何を基準にするのか、NBS なのか？CI-NET なのか？ 

 日本でのデファクトがあればそれを採用することも検討の一つだが、見当たらない。 

世界での建築に関しては OmniClass,UniClass、NBS は UniClass、BIM オブジェクトは
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OmniClass も入っている。 

世界に通じることで考えると、OmniClass,UniClass で検討となる。 

CI-NET も積算連携で利用者が多いので、考慮しないと問題が有る可能性がある。 

 項目を 2 つ選ぶのが現実的と考えられる。（CI-NET＋OmniClass or UniClass）変換テー

ブル利用又は併記については、年末までには決定をする。 

CI-NET と OmniClass と UniClass の比較表を作成する。何に準拠しているのかも調べる。 

 志手先生が 10 月末出張で入手する情報と BMMC でもデーター整理をして、二つの情報を

合わせて比較表を作成する。 

・〔資料設 WG8-5〕P6 に記入の COBie は BLC として必要＆維持管理でも使えるのか？ 

 調査が必要である。 

 

23 日午後の部 

 「ビジネスモデルの構築とその将来に向けて」配布資料｢資料-5-1｣を基に説明 

◎ビジネスモデル 

 P1 ①｢BIM ベンダー｣ ②｢メーカー｣ ③｢BIM オブジェクト標準の確立｣ 

④｢BLC｣＋｢サイト事業者｣ ①～④：議論の中心 

◎マーケティングリサーチ(案) 

 ・P2～7 調査方法は、アンケート文書配布、ヒアリング実施。(BIM ユーザー)、 

(BIM ベンダー)、(機器メーカー)を対象に実施調整。 

アンケート手法は〔母集団/抽出名簿/抽出方法/標本構成/分析方法〕等検討。 

配布先、メーカーリスト化は未作成。 現在調査中です。 

＜調査１＞選択したユーザーへのアンケート文書の配布 

＜調査２＞BIM ソフトベンダーへの調査・ヒアリング。 

実施時期：調査 1 10 月発送、11 月/中旬回収、11 月分析 

      調査 2 10 月ヒアリング実施、覚書等調整、11 月締結 

外部への若干の委託も検討中である。 

・P8 上 発注仕様の概要（２） 

BLC 会員から出てきた質問内容を列記、現実的な質問事項を頂いた。 

・P8 下 BIM ライブラリーサイトのメリット 

 項目として５つを掲げているが、各位の意見を更に頂きたい。 
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◎メーカー・ユーザーのメリットを考える。 

・メーカーなどへのＰＲ戦略。バナー広告採用は考えている。 

メーカオブジェクトにもマーク(認証)などを検討。 

・エンドユーザーから料金を取るのか？ 

 個人から使用料をとるのは難しい、企業からは取ることは検討、アンケートで意見を頂く。 

利用者からのユーザー登録は確実に行う。 

アクセスしたユーザー情報は、収集する仕組みを作り、メーカーへ提供を検討。 

・メーカーで形ががない(塗料・クロス・等)に対してメリットをどの様に PR するのか？ 

 検討中である。 

・BIM モデル作成業務も可能か？ 

 可能として、ビジネスモデルの１つとして検討する。 

・BLC 認証マークの設定は？ 

 認証マークの扱いと、それの技術的な問題点を洗い出す。 

・マーケティングリサーチ対象としては具体的にはどの範疇か？ 

 アンケートは BLC 会員、東京周辺大手建築事務所・ゼネコンを対象にする。 

その後アンケート動向を参考に、次の進め方を検討する、2 段階方式で実施。 

・属性項目での質問が少ない感あり。追加検討要望。 

 例えば維持管理に必要な情報メーカーへの質問もしなければいけないが、質問内容、P5 を

もう少しバージョンアップする。相手先も検討する。 

・IFC なり DWG をどのネイティブデータを BIM 対象にするのか？ 検討項目。 

・BLC の属性は、『これが標準です』というのを発表して欲しい。 

 

◎発注仕様の概要 

・BIM 対象機器・製品などコンテンツ範囲、企画概要、発注仕様要件書を作成予定。 

 

◎将来構想 

・今年末～来春早々に構想(ライブラリー対象範囲と利用形態等)全体確認を行い、将来 

構想について再度合同部会開催を予定し進める。 
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Questionnaire on NBS BIM object standard and website 

2017/10/20 Eiji Teramoto(BMMC) 

１．Will you explain the status-quo of “NBS BIM Object Standard” and “International BIM Object 

Standard”?   

 

２．Will you explain the relationship or liaison with other BIM Object Websites such as 

“https://www.mepcontent.eu/” or Australian BIM MEP website? 

 

３．Questions on data structure 

ａ)Who is in charge of and is to conduct production of BIM object, geometry and attribute information, 

both in generic objects and manufacturers objects? 

b)How do you allocate BIM data to “NBS general property” and “User defined property” respectively? 

c) Is it allowed to add additional items to COBie provision/property? And if possible, should it be located 

only in COBie property?   

d) Is it allowed to add Omniclass and/or Japanese category system called CI-NET attached below to 

category provision/property? And if possible , should it be located only in category property?  

(see below) 

 

 

 

 

FieldLargeMiddle Small Fine
Code Code Code Code Code

50 00 000 0000 000

50 05 000 0000 000

50 05 050 0000 000 Boiler
50 05 050 1100 000

50 05 050 1100 010 Flue pipe Boilers (steam)
50 05 050 1100 020 Flue pipe Boiler (hot water)

[C-CADEC Equipment classification Code list] Excerpt

Remarks
Middle

classificatio
Smal

 classification Fine classificationnLarge
classifica

Device name

50 Machinery and equipment
Equipment Facilities

Furnace smoke tubeBoilers

Classification field

Including a major name
 equipment not be kind
 to each item

50 05 100 0000 000 Refrigerator
50 05 100 2500 000

50 05 100 2500 010 Water-cooled Chiller unit
50 05 100 2500 020 Air-cooled Chiller unit
50 05 100 2500 030 Water heat source HP Cchiller unit
50 05 100 2500 040 Air-source HP Chiller unit
50 05 100 2500 050 Air-cooled brine Chiller unit
50 05 100 2500 060 Water-cooled brine Chiller unit
50 05 200 0000 000 Pump
50 05 200 1100 000

50 05 200 1100 010 Single suction centrifugal Pump
50 05 200 1100 020 Double suction centrifugal Pumps
50 05 200 1100 030 Multistage centrifugal Pump
50 05 200 1100 040 Line Pump
50 05 200 1100 050 Vertical shaft Pump

Land Pump (standard)

Chilling unit
Including a major name
 equipment not be kind
 to each item

Including a major name
 equipment not be kind
 to each item

50 05 300 0000 000

50 05 300 3020 000

50 05 300 3021 000

50 05 300 3021 010

50 05 300 3023 000 Packagetype Air conditioning for the (HP)(Indoor)
50 05 300 3023 010

50 05 300 3023 020 Equipment PAC (HP)Floor type Ducttype[Indoor]
50 05 300 3026 000 Packagetype Air conditioning for the (HP)(Outdoor)
50 05 300 3026 100 Equipment PAC (HP)[outdoor]

Air conditioner

Equipment PAC (HP)Floor type Blow direct[Indoor]

Packagetype Air conditioning for the (HP)
Packagetype Air conditioning for the (HP)(Indoor and Outdoor set)

Including a major name
 equipment not be kind
 to each item

Equipment PAC (HP)Floor type Blow direct[Indoor and outdoor set]
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e) Do you think it is allowable to collectively allocate Japanese specific data, such as specification, 

performance, category and additional COBie data, to “User defined provision” except for data to be 

placed at “NBS general provision”? (see below) 

 

 

 
 

f) The picture below is an NBS object opened as ifc.  You will see NBS, NBS general tab. 

Is it a common rule in NBS website?  And you can open NBS property etc.by tapping NBA tab etc.. 

If it is a common rule, will you explain the outline of the data structure? 

 

Specifications attribute item (Ver.10.0)Excerpted version list

1100 【Equipment maker_code MAKERCODE CHAR Code 6 1 CII Standards Code use
1200    management category_code CGRYCODE CHAR Code 14 1 Device classification code use
1300       information】 product_code NAME1 CHAR Text 50 1 1-byte character
1400 <Search key product_name NAME2 CHAR Text 100 1 2-byte character
1500 information> product_release_date DATE CHAR Text 10 1 Display format:yyyy/mm/dd
1510 product_stop_date MANUF_STOP CHAR Text 10 1 Display Format: the sale blank
1600 specification_version SPVER CHAR Text 2 1

I
t
e
m
s

Input character provisions

Condi
tion

settin
g ID

Specificatio
ns attribute

item ID

Unit
ID

(group
of

units)

Specifications ID

Other provisions
attri
bute

Field
forma

t

Name (English)

Nu
mbe

r
of

digi
ts

level

Specifications
 attribute

 items

【Equipment File
1710    specification 2d_external_drawing_top FLA_FILE CHAR Name 220 2
1720       information】 2d_external_drawing_front FRO_FILE CHAR Name 220 2
1730    (Drawings) 2d_external_drawing_rear REA_FILE CHAR Name 220 2
1740       (Books) 2d_external_drawing_right_side RIT_FILE CHAR Name 220 2
1750         (Rreference) 2d_external_drawing_left_side LEF_FILE CHAR Name 220 2
1760 ･Information 】 2d_external_drawing_bottom BOT_FILE CHAR Name 220 2
1770 <Drawing 2d_external_drawing_etc ETC_FILE CHAR Name 220 2
7110       specification 3d_external_drawing_detail 3D_D_FILE CHAR Name 40 4 DXF/DWG File
7120 Information> 3d_external_drawing_etc 3D_E_FILE CHAR Name 40 4 Any 3D intermediate file
7130 3d_external_drawing_mainte 3D_M_FILE CHAR Name 40 4 DXF/DWG and any 3D intermediate File
7150 3d_external_drawing_viewer 3D_V_FILE CHAR Name 40 4 Web browser Plug-in corresponding File
7200 shape_figure SHAPE_DATA CHAR Name 40 4 DXF File (in the specification study)

【Equipment Notes
2010    specification cooling_capacity CL_AB ※2 QW NUMBER Number 7 2
2015       information】 cooling_storage_capacity CLST_CAP Refe QJ NUMBER Number 7 2
2020 <Capability refrigerating_capacity REF_AB rence QW NUMBER Number 7 2
2030      specification room_cooling_capacity ACL_AB 〃 QW NUMBER Number 7 2
2040       information> rated_output RTD_OP 〃 QW NUMBER Number 7 2 By the heat source machine, 
～ , to use when making the steam

3010 <Flow rate air_volume SA_Q 〃 MLM NUMBER Number 7 2
3012      specification normal_air_volume STDA_Q 〃 MLM NUMBER Number 7 2
～       information>
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英国ＮＢＳ BIM への質問状(Ver2) 

Questionnaire on NBS BIM object standard 

2017/10/20 

Eiji Teramoto( BMMC) 

 

１．ＮＢＳ ＢＩＭオブジェクト標準のグローバル化の動向は 

 

２．他のＢＩＭオブジェクト・ウェッブサイトとの連携、協力関係はあるのか 

例：ＭＥＰのサイトとは 

 

３．データ構造に関する質問 

ａ．ジェネリックオブジェクトとメーカーオブジェクトについて、実際のオブジェクトの作成(形状

と属性情報)は誰が行っていますか。 

ｂ．BIM データをオブジェクトに入れる場合、「ＮＢＳ共通プロパティ」と「ユーザー定義データプ

ロパティ」の使い分けはどのようにしています。 

  c. COBie には情報を追加できますか。またそれは COBie 以外には配置できないのでしょうか。 

d.分類は omniclass や日本独自の分類を追加できますか。またそれは分類プロパティー以外には配置

できないのでしょうか。(下図参照) 
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e．日本独自の仕様・性能、分類、COBie の追加事項は、NBS 一般条項に入れるべき共通情報を除い

て、ユーザー定義条項に一括して入れることで良いのでしょうか。(下図参照) 

 
 

f. 下図は ifc で開いた画面です。NBS, NBS general 等のタブがあります。これは NBS の画面作成ルー

ルなのでしょうか。 

さらに NBS 等のタブから NBS 等のプロパティーが開けます。これがルールならば、データ構造概要を

教えてください。 
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マーケティングリサーチの方向修正について 

 

合同会議の意見を受けて、マーケティングリサーチの内容を次のように修正する。 

 

■調査目的 

１．ユーザー、メーカー、ソフトウェアベンダーの参加動向、参加者数を把握する。 

 ユーザー、メーカー、ソフトウェアベンダーの参加動向を把握する。 

２．期待されるサービス、料金、取り組みなどを把握する。 

 期待されるサービス、取り組みなどを把握する。 

３．ＢＩＭライブラリーが構築されることとそのメリットを幅広く知らせる。 

 修正なし 

 

 調査方法 

［調査１］ 

①文書によってユーザー意見を把握すること（ＢＬＣ会員）  ［年内を予定］ 

  

［調査２］ 

②ソフトウェアベンダーへのヒアリング［年内を予定］ 

 

その後、広く 

③ＢＩＭライブラリーのＰＲ 

［第１回目２０１８年の初めを予定］ 

［その後第２回目は２０１８年の総会に合わせた頃を予定］ 

 

メーカーへの対応は別途検討 
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平成 29 年度 BLC 各部会等の開催スケジュール（案）     2017/11/02 更新 

年・月 BLC 部会の活動、場所 WG 等の活動 

平成 29 年 

4 月 

 

4/20(木) 16:00-17:30 設備部会 10 回(上海国際ﾋﾞﾙ 2 階会議室) 

4/26(水) 10:00-12:00 建築部会 9 回(上海国際ﾋﾞﾙ 2 階会議室) 

 

 

4/21 建築 WG2 

 

 

5 月 

 

5/ 8(月) 15:00-17:00 運用部会 7 回 (CST-GSA 事業部会議室) 

5/11(木) 16:00-17:30 在り方部会 8 回(上海国際ﾋﾞﾙ 2 階会議室) 

5/12 建築 WG 

5/26 建築 WG 

 

 

6 月 

 

6/ 7 (水) 10:00-12:00 建築部会 10 回(建築保全センター会議室) 

6/16(金) 10:00-12:00 設備部会 11 回(建築保全センター会議室) 

 

6/9  建築 WG 

6/16 設備 WG 

6/23 建築 WG 

 

7 月 

 

7/ 6 (木) 16:00-17:30 在り方部会 9 回(上海国際ﾋﾞﾙ 4 階会議室) 

7/10 (月) 15:00-17:00 運用部会 8 回 (CST-GSA 事業部会議室) 

 

7/7  建築 WG 

7/21 建築 WG 

 

 

8 月 

 

8/ 9 (水) 10:00-12:00 建築部会 11 回(建築保全センター会議室) 

8/10(木) 16:00-17:30 設備部会 12 回(建築保全センター会議室) 

 

8/4 建築 WG 

8/10 設備 WG 

8/25 建築 WG 

 

9 月 

 

9/ 7 (木) 16:00-17:30在り方部会10回(建築保全センター会議室) 

9/11 (月) 15:00-17:00 運用部会  9 回 (CST-GSA 事業部会議室) 

 

9/8  建築 WG 

9/22 建築 WG 

 

 

10 月 

 

10/11(水) 10:00-12:00 建築部会 12 回(建築保全センター会議室) 

10/19(木) 16:00-17:30 設備部会 13 回(建築保全センター会議室) 

 

10/6  建築 WG 

10/19 設備 WG 

10/20 建築 WG 

 

11 月 

 

11/ 2 (木) 16:00-17:30在り方部会11回(建築保全センター会議室) 

11/13(月) 15:00-17:00 運用部会 10 回(CST-GSA 事業部会議室) 

 

11/10 建築 WG 

11/24 建築 WG 

 

 

12 月 

 

12/13(水) 10:00-12:00 建築部会 13 回(建築保全センター会議室) 

12/18(月) 15:00-17:00 設備部会 14 回(建築保全センター会議室) 

12/8 建築 WG 

12/18 設備 WG 

12/22 建築 WG 

平成 30 年 

1 月 

1/11(木) 16:00-17:30 在り方部会 12 回(建築保全センター会議室) 

1/22(月) 15:00-17:00 運用部会  11 回(CST-GSA 事業部会議室) 

 

1/12  建築 WG 

1/26  建築 WG 

 

平成 30 年 

2 月 

2/15(木) 16:00-17:30 設備部会 15 回(建築保全センター会議室) 

2/26(月) 10:00-12:00 建築部会 14 回(建築保全センター会議室) 

 

2/9   建築 WG 

2/15  設備 WG 

2/23  建築 WG 

平成 30 年 

3 月 

3/ 1 (木) 16:00-17:30 在り方部会 13 回(建築保全センター会議室) 

3/12(月) 15:00-17:00 運用部会   12 回(CST-GSA 事業部会議室) 

 

 

 

※(一財)建築保全センター     ：東京都中央区新川1-24-8 東熱新川ビル7F 

※上海国際ビル会議室       ：東京都中央区新川 1-24-12 

※(株)CST－GSA 事業部会議室 ：東京都新宿区四谷 1-4 四谷駅前 ビル 3F 
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